
第187号 たじり社協だより 令和 6年 5月 1日（1）

たじり・ふれ愛・ささえあい　みんながいきいきと安心して暮らせるまち

第　187　号
社会福祉法人　　　　　　
田尻町社会福祉協議会

泉南郡田尻町嘉祥寺883番地1
田尻町総合保健福祉センター1階
電話  4 6 6 － 5 0 1 5
FAX  4 6 6 － 8 8 9 9

代 表　宮　内　良　雄

発　行

防 災 講 演 会

『 被災その先へ 』
　東日本大震災 被災から１３年！

町は、地域は、つながりはどのように変貌したのか。
令和６年３月２４日（日）　たじりふれ愛センター

　大阪大学大学院人間科学研究科長教授 渥美公秀先生をお招きし、１月１日に発生した能登半島地震
の現地レポートと13年後の岩手県野田村の姿。これからの新しい防災のヒントをお話いただきました。

誰が誰の意思と責任で「助けた、助けられた」と言い合わないで済む社会

人は？物は？普段からのつながりは？

“だれもが”≪助かる≫防災とは…

・地域ぐるみの行事（お祭りなど）で集まる際に、防災の視
　点を採り入れる（防災と言われない防災）
・隣保班単位で、どうすれば「誰もが助かる」かを話し合う
・高齢者や障がい者の避難について、話し合い、できること
　から活動する
・隣保班単位で避難や防災の簡単な計画を自ら作る

例えば 防災訓練など隣保班で集まる際に、
「助けが必要な方の避難誘導」など
について、具体的に話合ってみては
いかがでしょうか。

防災×福祉
　　防災×まちづくり

東日本大震災から１３年、岩手県野田村の事例から、
　　　　　　　　　　地域のあり方そして新しい防災へ
東日本大震災から１３年、岩手県野田村の事例から、
　　　　　　　　　　地域のあり方そして新しい防災へ

 （4）令和 6 年 5 月 1 日 第187号たじり社協だより

●  有本　小萩  様　　　10,000円　
　　　　　　　一般寄附として

　下記の方からご寄附いただきましたご厚意に感謝申し上
げ、地域福祉のために有意義に使わせていただきます。

ご寄附のご報告
令和6年2月11日～令和6年4月10日

　  

お問い合わせ
TEL 466-5015　
FAX 466-8899
tajiri-syakyo@lily.ocn.ne.jp

田尻町社会福祉協議会
https://www.tajiri-syakyo.jp

調髪券を下記の要領にてお渡ししますので必要な方はお越しください。

  　　　　田尻町在住で　①満75歳以上の方
　　　　　　　　　　　 ②満65歳以上の寝たきりの方
　　　　　                   ③身体障害者（児）1・2級の方 

対 象 者

年度内に１回（2枚綴り）交付回数

利用期間　5月1日～12月31日まで

交付場所 たじりふれ愛センター内1階
　（田尻町社会福祉協議会）

※はじめて調髪券の交付を受ける方は、保険証・障害者手帳など年齢等がわかる
　ものを持参ください。
※調髪券に記載するお名前の方（本人）のみ利用できます。
※利用者の負担は55％になります。
※田尻町内の各理容店様には基本料金の10％を負担していただいております。

この事業は、共同募金の配分金からの助成事業です。

調髪券の交付がはじまりました

調髪券の交付がはじまりました調髪券の交付がはじまりました

第3期　田尻町地域福祉活動計画の策定
　地域における多様化、複雑化している福祉課題解決に
向け、包括的な相談支援体制の構築、誰でも気軽に参加
できる居場所づくり、「防災から地域を考える」をコンセ
プトとした安心して暮らせる地域を目指し策定する。
（1）田尻町地域福祉計画と連動し、地域のニーズを反映
　　  した住民主体によるワークショップの開催
 
 防災関連事業の推進
（1）子ども防災キャンプ事業
（2）災害支援ボランティア登録事業
（3）防災啓発事業
（4）災害ボランティアセンター運営訓練

 包括的相談支援体制の充実
（1）福祉なんでも相談室の充実
　　　　
（2）「万～YOROZU～」：誰でも立ち寄れる居場所づくり

 小地域ネットワーク活動推進事業の充実
（1）ひとり暮らしの高齢者への見守り、声かけ活動
（2）子育て支援事業

令和
6年度

よろず

重点項目
令和６年度　田尻町社会福祉協議会

予 算
内 訳

固定資産取得支出  0 当期資金収支差額  △1,357

寄附金収入  210

会費収入  130

経常経費
補助金収入

29,519

受託金収入
27,022

事業収入
25,400

積立資産取崩収入  405

歳入
91,768

その他収入  335

受取利息配当金収入  9

負担金収入  100

サービス区分間繰入金収入  8,638

歳出
91,768

サービス区分間繰入金支出  8,638

人件費支出
39,108

負担金支出  270

事務費支出  4,407

助成金支出  790

事業費支出 
35,683

積立資産支出  806

その他活動による支出  1,599

予備費  1,824

社協ホームページ
ご覧ください



 （2）令和 6 年 5 月 1 日 たじり社協だより 第187号（3）

専門職・
機関への
連絡

生活の
相談対応・
早期発見

地域の
福祉活動への
参画・協力

・研修会、勉強会
・田尻町避難行動要支援者避難行動プラン作成の協力

世代間交流

茶話会（年５回）
子育て支援

定例会議（月１）

広報・周知活動

訪問活動
  （見守り・声かけ）

小学校
   車いす体験の介助

～こんな活動しています～ ～こんな活動しています～ 

　地区福祉委員会：地域に住む「すべての住民が安心し
て暮らせるまちづくり」を推進するため、住民自らの知恵
と力を出し合って地域福祉活動を行う組織です。概ね小
学校区を１エリアとします。

　田尻町は１つの組織で運営しています！
　田尻町地区福祉委員会は、今年度24年目を迎えました。町内21ブロックに
分かれており、現在28名の地区福祉委員が活動しています。

 参加者同士の交流や情報交換の場　　
              楽しく集う居場所作りを目指して
　
対象者　田尻町在住の75歳以上
　　　　①昼間にお１人の方（同居者が居ても対象です）
　　　　②夫婦2人暮らしの方

場　所　ふれ愛センター４階

参加費　100円（お茶+お茶菓子がついています）

　　　今年度は、７月・９月・11月・１月・３月を
　　　予定しています。

はじめてご参加を希望される方は

お申込みください

これまで参加されている方は、
担当の地区福祉委員がご案内に
お伺いします

☎466-5015へ

茶 話 会 の ご 案 内
地区福祉委員

田尻町地区福祉委員会です！
わたしたち
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